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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　利用者が携帯する携帯端末と、商店に設置される店頭端末と、商品在庫情報仲介サーバ
とを備える商品在庫通知システムにおいて、
　前記携帯端末は、
　前記利用者が希望する希望商品を示す希望商品情報の入力を受け付ける希望商品情報入
力手段と、
　前記希望商品情報を前記商品在庫情報仲介サーバに送信する希望商品情報送信手段と、
　前記商品在庫情報仲介サーバから認証コードを受信する携帯端末側認証コード受信手段
と、
　前記受信した認証コードを記憶する携帯端末側記憶手段と、
　前記店頭端末との間の距離が所定値以下になった場合に、前記店頭端末との間で無線通
信を実施して前記店頭端末から認証コードを受信する携帯端末側無線通信手段と、
　前記店頭端末から受信した認証コードと、前記携帯端末側記憶手段に記憶された認証コ
ードとが一致する場合に、前記携帯端末側無線通信手段を介して前記店頭端末とペアリン
グし、該店頭端末との間で情報の送受信処理を実施して、前記認証コードに対応する希望
商品の案内情報を前記店頭端末から受信して出力する携帯端末側情報処理手段とを備え、
　前記店頭端末は、
　前記商店に在庫がある商品を示す在庫商品情報の入力を受け付ける在庫商品情報入力手
段と、
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　前記在庫商品情報を前記商品在庫情報仲介サーバに送信する在庫商品情報送信手段と、
　前記商品在庫情報仲介サーバから認証コードを受信する携帯端末側認証コード受信手段
と、
　前記受信した認証コードを記憶する店頭端末側記憶手段と、
　前記携帯端末との間の距離が所定値以下になった場合に、前記携帯端末との間で無線通
信を実施して前記携帯端末から認証コードを受信する店頭端末側無線通信手段と、
　前記携帯端末から受信した認証コードと、前記店頭端末側記憶手段に記憶された認証コ
ードとが一致する場合に、前記店頭端末側無線通信手段を介して前記携帯端末とペアリン
グし、該携帯端末との間で情報の送受信処理を実施して、前記認証コードに対応する希望
商品の案内情報を前記携帯端末に送信する店頭端末側情報処理手段とを備え、
　前記商品在庫情報仲介サーバは、
　前記携帯端末から前記希望商品情報を受信する希望商品情報受信手段と、
　前記希望商品情報を、前記送信元の携帯端末を特定する携帯端末特定情報と関連付けて
登録する希望商品情報データベースと、
　前記店頭端末から前記在庫商品情報を受信する在庫商品情報受信手段と、
　前記在庫商品情報を、前記送信元の店頭端末を特定する店頭端末特定情報と関連付けて
登録する在庫商品情報データベースと、
　前記在庫商品情報データベースに登録された在庫商品情報が、前記希望商品情報データ
ベースに登録された希望商品情報と一致する商品の情報を含む場合に、前記希望商品情報
の送信元の携帯端末の利用者に固有であって、前記一致する商品に対応する認証コードを
発行する認証コード発行手段と、
　前記希望商品情報の送信元の携帯端末、及び前記希望商品情報と一致する商品を含む在
庫商品情報の送信元の店頭端末に対して、前記認証コードを送信する認証コード送信手段
と、
　を備える商品在庫通知システム。
【請求項２】
　前記携帯端末は、前記希望商品の案内情報を受信したことを通知する通知手段を更に備
える請求項１記載の商品在庫通知システム。
【請求項３】
　前記通知手段は、音声による通知手段又はバイブレート式の通知手段である、請求項２
記載の商品在庫通知システム。
【請求項４】
　前記店頭端末は、前記店頭端末側無線通信手段を介して前記店頭端末との間で情報の送
受信処理が実施された場合に、前記希望商品の案内情報を表示する表示手段を更に備える
請求項１から３のいずれか１項記載の商品在庫通知システム。
【請求項５】
　前記店頭端末は、前記店頭端末側無線通信手段を介して前記店頭端末との間で情報の送
受信処理が実施された場合に、前記希望商品の案内情報を音声出力する音声出力手段を更
に備える請求項１から４のいずれか１項記載の商品在庫通知システム。
【請求項６】
　前記店頭端末側情報処理手段は、前記店頭端末が設置されている商店の地図情報を送信
し、
　前記携帯端末は、前記地図情報を表示する表示手段を更に備える請求項１から５のいず
れか１項記載の商品在庫通知システム。
【請求項７】
　利用者が携帯する携帯端末が、前記利用者が希望する希望商品を示す希望商品情報の入
力を受け付けて、前記希望商品情報を商品在庫情報仲介サーバに送信し、
　商店に設置される店頭端末が、前記商店に在庫がある商品を示す在庫商品情報の入力を
受け付けて、前記在庫商品情報を前記商品在庫情報仲介サーバに送信し、
　前記商品在庫情報仲介サーバは、
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　前記携帯端末から前記希望商品情報を受信して、前記希望商品情報を、前記送信元の携
帯端末を特定する携帯端末特定情報と関連付けて希望商品情報データベースに登録し、
　前記店頭端末から前記在庫商品情報を受信して、前記在庫商品情報を、前記送信元の店
頭端末を特定する店頭端末特定情報と関連付けて在庫商品情報データベースに登録し、
　前記在庫商品情報データベースに登録された在庫商品情報が、前記希望商品情報データ
ベースに登録された希望商品情報と一致する商品の情報を含むかどうかを判定し、前記在
庫商品情報データベースに登録された在庫商品情報が、前記希望商品情報データベースに
登録された希望商品情報と一致する商品の情報を含む場合に、前記希望商品情報の送信元
の携帯端末の利用者に固有であって、前記一致する商品に対応する認証コードを発行し、
　前記希望商品情報の送信元の携帯端末、及び前記希望商品情報と一致する商品を含む在
庫商品情報の送信元の店頭端末に対して、前記認証コードを送信し、
　前記携帯端末は、前記商品在庫情報仲介サーバから認証コードを受信して、前記受信し
た認証コードを記憶し、
　前記店頭端末は、
　前記商品在庫情報仲介サーバから認証コードを受信して、前記受信した認証コードを記
憶し、
　前記携帯端末との間の距離が所定値以下になった場合に、前記携帯端末との間で無線通
信を実施して前記携帯端末から認証コードを受信し、
　前記携帯端末から受信した認証コードと、前記店頭端末が受信して記憶した認証コード
とが一致する場合に、前記無線通信を介して前記携帯端末とペアリングし、該携帯端末と
の間で情報の送受信処理を実施して、前記認証コードに対応する希望商品の案内情報を前
記携帯端末に送信し、
　前記携帯端末は、
　前記店頭端末との間の距離が所定値以下になった場合に、前記店頭端末との間で無線通
信を実施して前記店頭端末から認証コードを受信し、
　前記店頭端末から受信した認証コードと、前記携帯端末が受信して記憶した認証コード
とが一致する場合に、前記無線通信を介して前記店頭端末とペアリングし、該店頭端末と
の間で情報の送受信処理を実施して、前記認証コードに対応する希望商品の案内情報を前
記店頭端末から受信して出力する、商品在庫通知方法。
【請求項８】
　前記携帯端末が、音声による通知手段又はバイブレート式の通知手段により前記希望商
品の案内情報を受信したことを利用者に通知する、請求項７記載の商品在庫通知方法。
【請求項９】
　前記店頭端末が、前記無線通信を介して前記携帯端末との間で情報の送受信処理が実施
された場合に、前記希望商品の案内情報を表示する、請求項７又は８記載の商品在庫通知
方法。
【請求項１０】
　前記店頭端末が、前記無線通信を介して前記携帯端末との間で情報の送受信処理が実施
された場合に、前記希望商品の案内情報を音声出力する、請求項７から９のいずれか１項
記載の商品在庫通知方法。
【請求項１１】
　前記店頭端末は、前記店頭端末が設置されている商店の地図情報を送信する、請求項７
から１０のいずれか１項記載の商品在庫通知方法。
【請求項１２】
　利用者が携帯する携帯端末から前記利用者が希望する希望商品を示す希望商品情報を受
信する希望商品情報受信手段と、
　前記希望商品情報を、前記送信元の携帯端末を特定する携帯端末特定情報と関連付けて
登録する希望商品情報データベースと、
　商店に設置された店頭端末から前記商店に在庫がある在庫商品情報を受信する在庫商品
情報受信手段と、
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　前記在庫商品情報を、前記送信元の店頭端末を特定する店頭端末特定情報と関連付けて
登録する在庫商品情報データベースと、
　前記在庫商品情報データベースに登録された在庫商品情報が、前記希望商品情報データ
ベースに登録された希望商品情報と一致する商品の情報を含む場合に、前記希望商品情報
の送信元の携帯端末の利用者に固有であって、前記一致する商品に対応し、前記携帯端末
と前記店頭端末との間で無線通信を行うときにペアリングに使用する認証コードを発行す
る認証コード発行手段と、
　前記希望商品情報の送信元の携帯端末、及び前記希望商品情報と一致する商品を含む在
庫商品情報の送信元の店頭端末に対して、前記認証コードを送信する認証コード送信手段
と、
　を備える商品在庫情報仲介サーバ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、商品在庫通知システム、商品在庫通知方法及び商品在庫情報仲介サーバに係
り、特に、通信機器を携行している利用者が希望商品を在庫している商店の近くにさしか
かると、希望商品の在庫に関する情報を利用者に対して通知することが可能な商品在庫通
知システム、商品在庫通知方法及び商品在庫情報仲介サーバに関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来から、ネットワークを介して不特定の個人から商品販売情報または商品購入情報の入
力を受け、その入力を基に個人間での商品の売買を仲介する個人間商品販売方法が知られ
ている。特に、購入したい商品や購入希望者等からなる購入情報と、販売したい商品や販
売希望者等からなる販売情報とをそれぞれ磁気ディスクに登録し、前記購入情報が入力さ
れたときに予め登録された前記販売情報を検索し、条件にあった販売情報データのうち販
売希望者に関する情報以外の部分からなる商品リストを利用者に提示し、利用者はその中
から気に入った商品を選択することによりその商品を登録した相手の販売希望者の情報等
を得て、相手との連絡や商品の取り引きを行うことが可能な個人間商品販売仲介方法およ
び装置が、特開平１１－７４６７号の公報に示されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、特開平１１－７４６７号の公報に示されている個人間商品販売仲介方法で
は、情報を取得する端末としてパーソナルコンピュータの使用が必須であったり、使用用
途も限定されているため、誰もが気軽に利用できる環境ではなかった。
【０００４】
また、一般に人気商品や品薄商品は扱っている商店数も少なく、在庫数にも限りがある。
こうした商品の購入を希望する顧客は、複数の商店を駆け回った末、どの商店にも在庫が
なく徒労に終わるケースが多い。その一方で商店では、「人気商品の○×△の在庫があり
ます」などの貼り紙で顧客の注意を引こうとするが昨今では顧客のニーズが多様化してい
るために、必ずしも顧客の希望する商品と、商店の持つ商品とが一致しない場合も少なく
ない。例えば前記「人気商品の○×△の在庫があります」などの貼り紙を貼ったとしても
、その商品を欲する顧客がその貼り紙を見なければ何の意味もなさない。
【０００５】
一方、近年では携帯電話の普及が非常に進み、ビジネス用としての利用はもちろんのこと
、個人間のコミュニケーションツールとして広く低年齢層にまで普及している。
【０００６】
また更に、近距離（１０ｍ程度の範囲内）でのブルートゥース通信規格に代表される無線
通信機能を備えた携帯電話も開発され、販売されようとしている。しかしこの近距離無線
通信を実施する際に、複数の通信機器どうしが近距離の通信圏内に入ったからといって自
由に無線通信を許してしまうと、すれ違った見ず知らずの通行人が携行する携帯電話とも
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無線通信を実施してしまうことになる。そこで、この無線通信機能では不特定の通信機器
との混信を防ぐために、特定の通信機器としか通信可能とならないための認証コード（パ
スワード）となるペアリング番号を設定して通信を実施することが可能となっている。
【０００７】
　本発明は、このような携帯電話の高機能化された事情に鑑みてなされたもので、顧客ニ
ーズの多様化を考慮して、顧客の希望する商品と商店の持つ商品とが一致した場合に携帯
電話で顧客に商品情報を通知し、顧客を店内に誘致するというサービスを実施することが
可能な商品在庫通知システム、商品在庫通知方法及び商品在庫情報仲介サーバを提供する
ことを目的としている。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　前記目的を達成するために、本発明の一態様に係る携帯端末は、希望商品を示す希望商
品情報を入力する希望商品情報入力手段と、店頭端末の通信圏内に入りかつ該店頭端末と
の間でペアリングが確立すると前記店頭端末と自動的に通信を開始して前記店頭端末から
販売可能な前記希望商品があることを示す商品情報を受信する無線通信手段と、前記無線
通信手段を介して受信した商品情報を利用者に通知する通知手段とを備え、前記無線通信
手段は、前記希望商品情報入力手段によって入力した希望商品情報に基づいて該希望商品
を販売可能な商店の店頭端末のみとペアリングするペアリング手段を有することを特徴と
している。
【０００９】
本発明によれば携帯端末は、希望商品を示す希望商品情報を入力する希望商品情報入力手
段と、店頭端末の通信圏内に入りかつ店頭端末との間でペアリングが確立すると前記店頭
端末と自動的に通信を開始して前記店頭端末から販売可能な前記希望商品があることを示
す商品情報を受信する無線通信手段と、前記無線通信手段を介して受信した商品情報を利
用者に通知する通知手段とを備え、前記無線通信手段は、前記希望商品情報入力手段によ
って入力した希望商品情報に基づいて該希望商品を販売可能な商店の店頭端末のみとペア
リングするペアリング手段を有するので、顧客の希望する商品と商店の持つ商品とが一致
した場合に携帯端末で顧客に商品情報を通知して顧客を店内に誘致するというサービスを
実施することが可能となる。
【００１０】
　また、前記目的を達成するために、本発明の一態様に係る店頭端末は、販売可能な商品
を示す商品情報を入力する商品情報入力手段と、携帯端末が通信圏内に入りかつ該携帯端
末との間でペアリングが確立すると前記携帯端末と自動的に通信を開始して前記携帯端末
によって入力された希望商品があることを示す商品情報を送信する無線通信手段とを備え
、前記無線通信手段は、前記商品情報入力手段によって入力した商品情報に基づいて該販
売可能な商品を希望商品として入力した携帯端末のみとペアリングするペアリング手段を
有することを特徴としている。
【００１１】
本発明によれば店頭端末は、販売可能な商品を示す商品情報を入力する商品情報入力手段
と、携帯端末が通信圏内に入りかつ該携帯端末との間でペアリングが確立すると前記携帯
端末と自動的に通信を開始して前記携帯端末によって入力された希望商品があることを示
す商品情報を送信する無線通信手段とを備え、前記無線通信手段は、前記商品情報入力手
段によって入力した商品情報に基づいて該販売可能な商品を希望商品として入力した携帯
端末のみとペアリングするペアリング手段を有するので、顧客の希望する商品と商店の持
つ商品とが一致した場合に店頭端末から顧客に商品情報を通知して顧客を店内に誘致する
というサービスを実施することが可能となる。
【００１２】
　また、前記目的を達成するために、本発明の一態様に係る商品在庫通知システムは、第
１の通信機器を携行している利用者が希望商品を在庫している商店の近くにさしかかると
前記第１の通信機器が利用者に対して希望商品の在庫に関する情報を通知する商品在庫通
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知システムであって、利用者が希望する商品の情報を入力する商品情報入力手段と、前記
入力された商品の情報を第２の通信機器に送信する第１の送信手段と、第２の通信機器か
らペアリングを確立する際の認証コードを受信する第１の受信手段と、前記受信した認証
コードを記憶する第１の記憶手段と、近くに存在する第３の通信機器と無線により情報を
送受信する第１の近距離用無線通信手段と、前記第１の近距離用無線通信手段が第３の通
信機器から認証コードを受信すると前記第１の記憶手段に記憶されている認証コードを読
み出して受信した認証コードと照合する第１の照合手段と、前記照合の結果双方の認証コ
ードが一致している場合には前記第１の記憶手段に記憶されている認証コードと一致した
認証コードを送信した第３の通信機器と以降の情報の送受信処理を実施する第１の情報処
理手段と、前記照合の結果双方の認証コードが一致している場合には前記第１の近距離用
無線通信手段を介して受信した情報を利用者に対して通知する通知手段とを備えた第１の
通信機器と、販売可能な商品の在庫に関する在庫商品情報を販売者側から受信する第２の
受信手段と、前記販売者側から受信した在庫商品情報を記憶する在庫商品情報記憶手段と
、利用者が希望する商品に関する希望商品情報を利用者側の第１の通信機器から受信する
第３の受信手段と、前記第３の受信手段が前記希望商品情報を受信すると前記在庫商品情
報記憶手段に記憶されている在庫商品情報を読み出して前記受信した希望商品情報と照合
する第２の照合手段と、前記照合の結果双方の商品情報が一致する商品が存在する場合に
は前記在庫商品情報記憶手段に記憶されている在庫商品情報と一致した希望商品情報を送
信した利用者側の第１の通信機器に認証コードを送信する第２の送信手段と、前記照合の
結果双方の商品情報が一致する商品が存在する場合には前記受信した希望商品情報と一致
した在庫商品情報を送信した販売者側の第３の通信機器に認証コードを送信する第３の送
信手段とを備えた第２の通信機器と、販売可能な商品に関する在庫商品情報を販売者が入
力する入力手段と、前記販売者が入力した在庫商品情報を第２の通信機器に送信する第４
の送信手段と、第２の通信機器からペアリングを確立する際の認証コードを受信する第４
の受信手段と、前記受信した認証コードを記憶する第２の記憶手段と、近くに存在する第
１の通信機器に対して前記第２の記憶手段に記憶されている認証コードを読み出して送信
するとともにその他の情報を無線により送受信する第２の近距離用無線通信手段とを備え
た第３の通信機器とから構成されることを特徴としている。
【００１３】
　本発明によれば、利用者が入力した希望する商品の情報を第２の通信機器に送信し、第
２の通信機器からペアリングを確立する際の認証コードを受信して記憶し、近くに存在す
る第３の通信機器と無線により情報を送受信し、第３の通信機器から認証コードを受信す
ると記憶されている認証コードを読み出して受信した認証コードと照合し、前記照合の結
果双方の認証コードが一致している場合には記憶されている認証コードと一致した認証コ
ードを送信した第３の通信機器と以降の情報の送受信処理を実施するとともに、受信した
情報を利用者に対して通知する第１の通信機器と、販売可能な商品の在庫に関する在庫商
品情報を受信して記憶し、利用者が希望する商品に関する希望商品情報を利用者側の第１
の通信機器から受信し、前記記憶されている在庫商品情報を読み出して前記受信した希望
商品情報と照合し、前記照合の結果双方の商品情報が一致する商品が存在する場合には一
致した希望商品情報を送信した利用者側の第１の通信機器及び販売者側の第３の通信機器
に認証コードを送信する第２の通信機器と、販売可能な商品に関する在庫商品情報を販売
者が入力して第２の通信機器に送信し、第２の通信機器からペアリングを確立する際の認
証コードを受信して記憶し、近くに存在する第１の通信機器に対して記憶されている認証
コードを読み出して送信するとともにその他の情報を無線により送受信する第３の通信機
器とから構成するようにしたので、顧客の希望する商品と商店の持つ在庫商品とが一致し
た場合に利用者に商品情報を通知することが可能となる。
　本発明の第１の態様に係る商品在庫通知システムは、利用者が携帯する携帯端末と、商
店に設置される店頭端末と、商品在庫情報仲介サーバとを備えており、前記携帯端末は、
前記利用者が希望する希望商品を示す希望商品情報の入力を受け付ける希望商品情報入力
手段と、前記希望商品情報を前記商品在庫情報仲介サーバに送信する希望商品情報送信手
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段と、前記商品在庫情報仲介サーバから認証コードを受信する携帯端末側認証コード受信
手段と、前記受信した認証コードを記憶する携帯端末側記憶手段と、前記店頭端末との間
の距離が所定値以下になった場合に、前記店頭端末との間で無線通信を実施して前記店頭
端末から認証コードを受信する携帯端末側無線通信手段と、前記店頭端末から受信した認
証コードと、前記携帯端末側記憶手段に記憶された認証コードとが一致する場合に、前記
携帯端末側無線通信手段を介して前記店頭端末とペアリングし、該店頭端末との間で情報
の送受信処理を実施して、前記認証コードに対応する希望商品の案内情報を前記店頭端末
から受信して出力する携帯端末側情報処理手段とを備え、前記店頭端末は、前記商店に在
庫がある商品を示す在庫商品情報の入力を受け付ける在庫商品情報入力手段と、前記在庫
商品情報を前記商品在庫情報仲介サーバに送信する在庫商品情報送信手段と、前記商品在
庫情報仲介サーバから認証コードを受信する携帯端末側認証コード受信手段と、前記受信
した認証コードを記憶する店頭端末側記憶手段と、前記携帯端末との間の距離が所定値以
下になった場合に、前記携帯端末との間で無線通信を実施して前記携帯端末から認証コー
ドを受信する店頭端末側無線通信手段と、前記携帯端末から受信した認証コードと、前記
店頭端末側記憶手段に記憶された認証コードとが一致する場合に、前記店頭端末側無線通
信手段を介して前記携帯端末とペアリングし、該携帯端末との間で情報の送受信処理を実
施して、前記認証コードに対応する希望商品の案内情報を前記携帯端末に送信する店頭端
末側情報処理手段とを備え、前記商品在庫情報仲介サーバは、前記携帯端末から前記希望
商品情報を受信する希望商品情報受信手段と、前記希望商品情報を、前記送信元の携帯端
末を特定する携帯端末特定情報と関連付けて登録する希望商品情報データベースと、前記
店頭端末から前記在庫商品情報を受信する在庫商品情報受信手段と、前記在庫商品情報を
、前記送信元の店頭端末を特定する店頭端末特定情報と関連付けて登録する在庫商品情報
データベースと、前記在庫商品情報データベースに登録された在庫商品情報が、前記希望
商品情報データベースに登録された希望商品情報と一致する商品の情報を含む場合に、前
記希望商品情報の送信元の携帯端末の利用者に固有であって、前記一致する商品に対応す
る認証コードを発行する認証コード発行手段と、前記希望商品情報の送信元の携帯端末、
及び前記希望商品情報と一致する商品を含む在庫商品情報の送信元の店頭端末に対して、
前記認証コードを送信する認証コード送信手段とを備える。
　本発明の第２の態様に係る商品在庫通知システムは、上記第１の態様において、前記携
帯端末が、前記希望商品の案内情報を受信したことを通知する通知手段を更に備えるよう
に構成したものである。
　本発明の第３の態様に係る商品在庫通知システムは、上記第２の態様において、前記通
知手段を、音声による通知手段又はバイブレート式の通知手段としたものである。
　本発明の第４の態様に係る商品在庫通知システムは、上記第１から第３の態様において
、前記店頭端末が、前記店頭端末側無線通信手段を介して前記店頭端末との間で情報の送
受信処理が実施された場合に、前記希望商品の案内情報を表示する表示手段を更に備える
ように構成したものである。
　本発明の第５の態様に係る商品在庫通知システムは、上記第１から第４の態様において
、前記店頭端末が、前記店頭端末側無線通信手段を介して前記店頭端末との間で情報の送
受信処理が実施された場合に、前記希望商品の案内情報を音声出力する音声出力手段を更
に備えるように構成したものである。
　本発明の第６の態様に係る商品在庫通知システムは、上記第１から第５の態様において
、前記店頭端末側情報処理手段が、前記店頭端末が設置されている商店の地図情報を送信
し、前記携帯端末が、前記地図情報を表示する表示手段を更に備えるように構成したもの
である。
　本発明の第７の態様に係る商品在庫通知方法は、利用者が携帯する携帯端末が、前記利
用者が希望する希望商品を示す希望商品情報の入力を受け付けて、前記希望商品情報を商
品在庫情報仲介サーバに送信し、商店に設置される店頭端末が、前記商店に在庫がある商
品を示す在庫商品情報の入力を受け付けて、前記在庫商品情報を前記商品在庫情報仲介サ
ーバに送信し、前記商品在庫情報仲介サーバは、前記携帯端末から前記希望商品情報を受
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信して、前記希望商品情報を、前記送信元の携帯端末を特定する携帯端末特定情報と関連
付けて希望商品情報データベースに登録し、前記店頭端末から前記在庫商品情報を受信し
て、前記在庫商品情報を、前記送信元の店頭端末を特定する店頭端末特定情報と関連付け
て在庫商品情報データベースに登録し、前記在庫商品情報データベースに登録された在庫
商品情報が、前記希望商品情報データベースに登録された希望商品情報と一致する商品の
情報を含むかどうかを判定し、前記在庫商品情報データベースに登録された在庫商品情報
が、前記希望商品情報データベースに登録された希望商品情報と一致する商品の情報を含
む場合に、前記希望商品情報の送信元の携帯端末の利用者に固有であって、前記一致する
商品に対応する認証コードを発行し、前記希望商品情報の送信元の携帯端末、及び前記希
望商品情報と一致する商品を含む在庫商品情報の送信元の店頭端末に対して、前記認証コ
ードを送信し、前記携帯端末は、前記商品在庫情報仲介サーバから認証コードを受信して
、前記受信した認証コードを記憶し、前記店頭端末は、前記商品在庫情報仲介サーバから
認証コードを受信して、前記受信した認証コードを記憶し、前記携帯端末との間の距離が
所定値以下になった場合に、前記携帯端末との間で無線通信を実施して前記携帯端末から
認証コードを受信し、前記携帯端末から受信した認証コードと、前記店頭端末が受信して
記憶した認証コードとが一致する場合に、前記無線通信を介して前記携帯端末とペアリン
グし、該携帯端末との間で情報の送受信処理を実施して、前記認証コードに対応する希望
商品の案内情報を前記携帯端末に送信し、前記携帯端末は、前記店頭端末との間の距離が
所定値以下になった場合に、前記店頭端末との間で無線通信を実施して前記店頭端末から
認証コードを受信し、前記店頭端末から受信した認証コードと、前記携帯端末が受信して
記憶した認証コードとが一致する場合に、前記無線通信を介して前記店頭端末とペアリン
グし、該店頭端末との間で情報の送受信処理を実施して、前記認証コードに対応する希望
商品の案内情報を前記店頭端末から受信して出力するように構成したものである。
　本発明の第８の態様に係る商品在庫通知方法は、上記第７の態様において、前記携帯端
末が、音声による通知手段又はバイブレート式の通知手段により前記希望商品の案内情報
を受信したことを利用者に通知するように構成したものである。
　本発明の第９の態様に係る商品在庫通知方法は、上記第７又は第８の態様において、前
記店頭端末が、前記無線通信を介して前記携帯端末との間で情報の送受信処理が実施され
た場合に、前記希望商品の案内情報を表示するように構成したものである。
　本発明の第１０の態様に係る商品在庫通知方法は、上記第７から第９の態様において、
前記店頭端末が、前記無線通信を介して前記携帯端末との間で情報の送受信処理が実施さ
れた場合に、前記希望商品の案内情報を音声出力するように構成したものである。
　本発明の第１１の態様に係る商品在庫通知方法は、上記第７から第１０の態様において
、前記店頭端末が、前記店頭端末が設置されている商店の地図情報を送信するように構成
したものである。
　本発明の第１２の態様に係る商品在庫情報仲介サーバは、利用者が携帯する携帯端末か
ら前記利用者が希望する希望商品を示す希望商品情報を受信する希望商品情報受信手段と
、前記希望商品情報を、前記送信元の携帯端末を特定する携帯端末特定情報と関連付けて
登録する希望商品情報データベースと、商店に設置された店頭端末から前記商店に在庫が
ある在庫商品情報を受信する在庫商品情報受信手段と、前記在庫商品情報を、前記送信元
の店頭端末を特定する店頭端末特定情報と関連付けて登録する在庫商品情報データベース
と、前記在庫商品情報データベースに登録された在庫商品情報が、前記希望商品情報デー
タベースに登録された希望商品情報と一致する商品の情報を含む場合に、前記希望商品情
報の送信元の携帯端末の利用者に固有であって、前記一致する商品に対応し、前記携帯端
末と前記店頭端末との間で無線通信を行うときにペアリングに使用する認証コードを発行
する認証コード発行手段と、前記希望商品情報の送信元の携帯端末、及び前記希望商品情
報と一致する商品を含む在庫商品情報の送信元の店頭端末に対して、前記認証コードを送
信する認証コード送信手段とを備える。
【００１４】
【発明の実施の形態】
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　以下、添付図面に従って、本発明に係る商品在庫通知システム、商品在庫通知方法及び
商品在庫情報仲介サーバの好ましい実施の形態について詳説する。
【００１５】
図１は、商品在庫通知システムの全体構成を示す図である。
【００１６】
同図によれば、商品在庫通知システムには、例えば「Ｖトンの超レア物ブリーフケース」
の商品の購入を希望している利用者である顧客４Ａと、顧客４Ａが携行するとともに希望
商品情報を入力して他の通信機器に送信することが可能な通信機器である携帯電話４０Ａ
（携帯端末）と、「Ｐラダの今秋限定のショルダーバッグ」の商品を購入することを希望
している利用者である顧客４Ｂと、顧客４Ｂが携行するとともに希望商品情報を入力して
他の通信機器に送信することが可能な通信機器である携帯電話４０Ｂと、前記ＰラダとＶ
トンの商品を在庫している商店主７（販売者）と、商店主７が所有する無線通信手段を備
えた招き猫型の通信機器である店頭端末装置７０（店頭端末）とが設けられている。なお
、店頭端末装置７０の外観は、猫型に限定されるものではなく、例えば扱っている商品が
酒類である場合には徳利を持った狸型の店頭端末装置であってもよい。
【００１７】
また商品在庫通知システムには、１乃至複数の商店が在庫している各商品の在庫情況を記
憶する商品のデータベース８（在庫商品情報記憶手段の機能を含む）と、各携帯電話４０
Ａ、４０Ｂ、店頭端末装置７０等の通信機器とインターネット等の通信網１０を介して商
品に関する情報の送受信や携帯電話が任意の店頭端末装置と通信を実施する際に必要なペ
アリングに関する情報を発信することが可能な通信機器であるサーバ９０とが設けられて
いる。
【００１８】
図２に、携帯電話４０、４０Ａ…の信号処理部のブロック図を示す。
【００１９】
同図によれば携帯電話４０、４０Ａ…の情報送受信部には、公衆回線と無線通信するため
の送信手段及び受信手段である公衆回線用のアンテナ４５２と、公衆回線用の送受信手段
４５３と、携帯電話４０、４０Ａ…の近傍に存在する通信機器と無線通信するための近距
離の無線通信手段であるアンテナ４５６と、送受信手段４５７とから構成されている。
【００２０】
また、携帯電話４０、４０Ａ…には、通信状況、電波強度、電池の残容量、電話番号、顧
客が希望する商品等の情報を表示するＬＣＤ等で構成されている表示手段４６８（通知手
段の機能を含む）と、表示手段４６８に表示する情報を一時的に記憶するフレームメモリ
４７１と、電話番号、希望する商品情報、送信又は受信する情報の選択等を行う際に情報
を入力する入力手段４７２（商品情報入力手段、希望商品情報入力手段の機能を含む）と
、他の通信機器から情報を受信した際にその旨を振動によるバイブレート機能や着信音を
発して顧客に通知する通知手段４７４とが設けられている。
【００２１】
また、携帯電話４０、４０Ａ…の全体の制御を司る情報処理手段（ＣＰＵ）４８０（照合
手段、ペアリング手段の機能を含む）と、情報処理手段４８０を動作させる各種定数、電
話番号、所有者を特定する固有の識別情報、通信先のアドレス等が書き込まれているＰＲ
ＯＭ４８２と、情報処理手段４８０を動作させるためのプログラムや各種定数が記録され
ているＲＯＭや情報処理手段４８０が処理を実行する際の作業領域となる記憶手段のＲＡ
Ｍとから構成されているシステムメモリ４８４とが設けられている。
【００２２】
また、携帯電話４０、４０Ａ…には、店頭端末装置７０等の特定の通信機器と無線による
通信を実施する際に、お互いを認証して以降の通信を継続して実施するためのペアリング
を実施する時に必要となるペアリング番号（認証コード）を記憶するペアリング番号記憶
手段４８６（記憶手段）と、入力手段４７２及び通知手段４７４と情報処理手段４８０と
の間で情報を変換して伝達するＩ／Ｏ４８８と、時を刻むカレンダ時計４９０とから構成
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されている。
【００２３】
携帯電話４０、４０Ａ…内の情報処理手段４８０と、送受信手段４５３、送受信手段４５
７、フレームメモリ４７１、ＰＲＯＭ４８２、システムメモリ４８４、ペアリング番号記
憶手段４８６、Ｉ／Ｏ４８８、カレンダ時計４９０を含む各周辺回路は、バス４９９等の
通信手段で接続されており、情報処理手段４８０は各々の周辺回路を制御することが可能
となっている。
【００２４】
近距離用の通信手段４５７は、近年注目されている「Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ」等に代表され
る近距離の通信仕様に基づいた通信手段であってもよい。
【００２５】
図３に、店頭端末装置の信号処理部のブロック図を示す。
【００２６】
同図によれば店頭端末装置７０、７０Ｂ…の情報送受信部には、店頭端末装置７０の近傍
に存在する通信機器と無線通信するための近距離用の無線通信手段である小電力無線用の
アンテナ７５６と、送受信手段７５７と、公衆電話回線を介して通信するためのモデムや
ターミナルアダプタ等の通信手段７６４と、公衆回線用の送受信手段７６５（各送信手段
及び受信手段の機能を含む）とが設けられている。
【００２７】
また、店頭端末装置７０には、通信状況、電波強度、在庫している商品等の情報を表示す
るＣＲＴ等で構成された表示手段７６８と、表示手段７６８に表示する情報を一時的に記
憶しているフレームメモリ７７１と、在庫している商品に関する情報を入力したり検索す
る場合に情報を入力する入力手段７７２（商品情報入力手段の機能を含む）とが設けられ
ている。
【００２８】
また、店頭端末装置７０には、店頭端末装置７０全体の制御を司る情報処理手段（ＣＰＵ
）７８０（ペアリング手段の機能を含む）と、情報処理手段７８０を動作させるプログラ
ムや各種定数を記憶しているＲＯＭと情報処理手段７８０が処理を実行する際の作業領域
となる記憶手段のＲＡＭとから構成されているシステムメモリ７８４と、携帯電話４０Ａ
等の特定の通信機器と無線による通信を実施する際にお互いを認証して以降の通信を実施
するペアリングを実施する時に必要となる認証コードであるペアリング番号を記憶するハ
ードディスク等で構成されたペアリング番号記憶手段７８６と、入力手段７７２及び音声
発生手段７９２と情報処理手段７８０との間で情報を変換して伝達するＩ／Ｏ７８８とか
ら構成されている。
【００２９】
店頭端末装置７０内の情報処理手段７８０と、送受信手段７６５、送受信手段７５７、フ
レームメモリ７７１、システムメモリ７８４、ペアリング番号記憶手段７８６、Ｉ／Ｏ７
８８を含む各周辺回路は、バス７９９等の通信手段で接続されており、情報処理手段７８
０は各々の周辺回路を制御することが可能となっている。
【００３０】
近距離用の無線の通信手段７５７は、近年注目されている「Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ」等に代
表される近距離の通信仕様に基づいた通信手段であってもよい。
【００３１】
図４にサーバの信号処理部のブロック図を示す。
【００３２】
同図によればサーバ９０の情報送受信部には、サーバ９０が公衆電話回線を介して通信す
るためのモデムやターミナルアダプタ等の通信手段９６４と、公衆回線用の送受信手段９
６５（各送信手段及び受信手段の機能を含む）とが設けられている。
【００３３】
　また、サーバ９０には、サーバ９０の動作状況、通信状況、データベース８に記録され
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ている商品等の情報を表示するＣＲＴ等で構成された表示手段９６８と、表示手段９６８
に表示する情報を一時的に記憶しているフレームメモリ９７１と、サーバ９０の全体の制
御を司る情報処理手段（ＣＰＵ）９８０と、情報処理手段９８０を動作させるプログラム
や各種定数が記録されているＲＯＭや情報処理手段９８０が処理を実行する際の作業領域
となるＲＡＭとから構成されているシステムメモリ９８４とが設けられている。
【００３４】
また、サーバ９０には、例えば携帯電話４０Ａと店頭端末装置７０とが無線による通信を
行うことを許可するための「ペアリング処理」を実施する時に必要となる認証コードであ
るペアリング番号を発行するペアリング番号発行手段９８５（情報処理手段９８０がこの
機能を含んでいてもよい）と、１乃至複数の顧客が希望する希望商品情報を記憶しておく
希望商品情報データベース９８６（前記データベース８の機能又は登録会員に関するデー
タベース機能を含むものであってもよい）と、１乃至複数の商店が在庫している在庫商品
情報を記憶しておく在庫商品情報データベース９８７（前記データベース８の機能又は在
庫商品情報記憶手段の機能を含むものであってもよい）とが設けられている。なお、希望
商品データベース９８６及び在庫商品データベース９８７とは、同一の記憶手段であって
もよい。
【００３５】
サーバ９０内の情報処理手段９８０と、送受信手段９６５と、フレームメモリ９７１、シ
ステムメモリ９８４、ペアリング番号発行手段９８５、希望商品情報データベース９８６
、在庫商品情報データベース９８７とを含む各周辺回路は、バス９９９等の通信手段で接
続されており、情報処理手段９８０は各々の周辺回路を制御することが可能となっている
。
【００３６】
図５に、希望商品及び在庫商品の登録処理に関するフローチャートを示す。
【００３７】
同図によれば希望商品及び在庫商品の登録処理は、例えば顧客４及び携帯電話４０Ａが実
施するルーチンの開始点であるステップＳ１００「顧客操作」（以降Ｓ１００のように省
略して記載する）と、サーバ９０が実施するルーチンの開始点であるＳ２００「サーバ」
と、商店主７及び店頭端末装置７０が実施するルーチンの開始点であるＳ３００「商店操
作」とを開始点とする処理ルーチンから構成されている。
【００３８】
例えば顧客４は、Ｓ１０２「希望商品情報の入力」にて、例えば携帯電話４０の入力手段
４７２を操作して、希望商品の商品名、型番、色、サイズなどの商品を特定する情報（メ
ーカーの準備したカタログ記載の商品番号等の情報）を入力する。この入力作業を行う対
象の機器は、上記の携帯電話４０であってもよいし、通信手段を備えたパソコン等の通信
機器であってもよい。
【００３９】
次のＳ１０４「希望商品情報の送信」にて、利用者が携帯電話４０に対して希望商品情報
の入力の終了及び送信を指示すると、携帯電話４０は前記顧客４が入力した商品の情報を
公衆回線やインターネット等の通信網１０を経由してサーバ９０に送信する処理を行う。
また、パソコン等の通信機器からサーバ９０に対して出力された情報の伝達経路は、前記
携帯電話４０を介した通信であってもよいし、他の通信ネットワークを介した通信手段で
あってもよい。
【００４０】
例えば、図１に示す顧客４Ａが入力する商品情報は、「Ｖトンブリーフケース、型番LV-B
2546、黒（超レア物ブリーフケース）」という情報であり、顧客４Ｂが入力する商品情報
は、「Ｐラダショルダーバッグ、型番P-20002290、黄色（今秋限定バッグ）」という情報
である。
【００４１】
前記希望商品情報を受信したサーバ９０の情報処理手段９８０の処理は、Ｓ２０２「希望
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商品情報の登録済み？」の判断に進む。また、もしＳ２０２にて、受信した希望商品情報
が希望商品情報データベース９８６内に登録されていると判断した場合には、Ｓ２０６「
在庫商品情報の登録済み？」の判断に分岐する。もしＳ２０２にて、顧客が希望する商品
情報の登録が終了していないと判断した場合には、Ｓ２０４「希望商品情報の登録」に進
み、携帯電話４０から受信した希望商品の情報と必要に応じて送信元の携帯電話４０を特
定する電話番号等の情報とを関連付けて希望商品情報データベース９８６に登録する処理
を行う。
【００４２】
一方、商店側では、Ｓ３０２「在庫商品情報の入力」にて、商店主側では入荷して在庫し
ている商品に関する情報（商品名、型番、色、サイズなどの商品を特定することが可能な
情報）を店頭端末装置７０に対して入力する。そして、次のＳ３０４「在庫商品情報の送
信」にて、前記入力した在庫商品の情報を、電話回線、携帯電話回線、又はインターネッ
ト等の通信回線を介してサーバ９０に送信する。
【００４３】
例えば、商店主７側で入力する在庫している商品の情報は、「Ｖトンブリーフケース、型
番LV-B2546、黒」、「Ｖトンブリーフケース、型番LV-B2547、茶」、「Ｐラダショルダー
バッグ、型番P-20002290、黄色」、「Ｐラダショルダーバッグ、型番P-20002292、赤色」
、「Ｐラダ携帯電話ストラップ、型番P-41062 、色サイズ区別無し」等の情報である。
【００４４】
次のＳ３０６「全在庫商品情報の送信完了？」の判断では、全ての在庫商品に関する情報
がサーバ９０に送信されたか否かを判断している。もしＳ３０６で、まだ全ての在庫商品
に関する情報が送信されていないと判断した場合には処理プログラムはＳ３０２に戻る。
また、もし全ての在庫商品に関する情報が送信されたと判断した場合には、処理プログラ
ムは次のＳ３０８「ペアリング番号の商店受信」に進む。
【００４５】
前記在庫商品情報を受信したサーバ９０の処理は、Ｓ２０６「在庫商品情報の登録済み？
」の判断に進む。もしＳ２０６にて、受信した在庫商品情報が在庫商品情報データベース
９８７内に登録されていると判断した場合には、Ｓ２１０「希望商品と在庫商品情報合致
？」の判断に分岐する。また、もしＳ２０６にて、商店側で在庫している商品情報の登録
が終了していないと判断した場合には、Ｓ２０８「在庫商品情報の登録」に進み、店頭端
末装置７０から受信した在庫商品の情報と商店主７又は店頭端末装置７０を特定するアド
レス等の情報とを関連付けて在庫商品情報データベース９８７に登録する処理を行う。
【００４６】
次のＳ２１０では情報処理手段９８０は、顧客４から送信されて希望商品情報データベー
ス９８６に記録されている希望商品情報と、商店主７から送信されて在庫商品情報データ
ベース９８７に記録されている在庫商品情報とを検索、照合して、希望商品情報と一致す
る在庫商品情報を探す処理を行う。もしＳ２１０にて、顧客４が希望する商品情報と、商
店主７側で在庫している商品情報と一致している商品がない場合には、処理プログラムは
Ｓ２１８「サーバ終了」に進み、一連の商品登録処理を終了する。
【００４７】
また、もしＳ２１０にて、顧客４が希望する商品情報と商店主７側で在庫している商品情
報と一致している商品が存在する場合には、処理プログラムはＳ２１２「ペアリング番号
の発行」に進み、一致した商品の購入を希望している顧客４が所有する携帯電話４０と、
商店主７が管理する店頭端末装置７０とが通信相手を特定して近距離無線通信を実施する
際に必要となる認証コードである「ペアリング番号」を発行する処理を行う。
【００４８】
下記の表１に、希望商品情報データベース９８６及び在庫商品情報データベース９８７と
が記憶する商品情報と、該商品情報と関連付けて記憶されているサーバ９０の情報処理手
段９８０が発行した「ペアリング番号」とを示す。
【００４９】



(13) JP 4239053 B2 2009.3.18

10

20

30

40

50

【表１】

【００５０】
次のＳ２１４「ペアリング番号の顧客送信」では、サーバ９０の情報処理手段９８０は送
受信手段９６５を介して前記発行したペアリング番号を、顧客４の携帯電話４０に送信す
る処理を行う。一方、該ペアリング番号をＳ１０６「ペアリング番号の顧客受信」にて受
信した携帯電話４０では、次のＳ１０８「ペアリング番号の設定」にて、必要に応じて希
望商品情報と希望商品を在庫している商店を特定する識別情報と関連付けて、前記受信し
たペアリング番号を携帯電話４０のペアリング番号記憶手段４８６に記憶して設定する処
理を行う。
【００５１】
前記ペアリング番号の記憶が終了すると、処理プログラムは次のＳ１１０「顧客操作終了
」に進み、一連の商品登録処理及びペアリング番号の設定処理を終了する。
【００５２】
一方、サーバ９０の処理のＳ２１６「ペアリング番号の商店送信」では、サーバ９０の情
報処理手段９８０は送受信手段９６５を介して前記発行したペアリング番号を、商店主７
が管理する店頭端末装置７０に送信する処理を行う。一方、該ペアリング番号をＳ３０８
「ペアリング番号の商店受信」にて受信した店頭端末装置７０では、次のＳ３１０「ペア
リング番号の設定」にて、必要に応じて在庫商品情報と商品の購入を希望している顧客４
を特定する識別情報と関連付けて、前記受信したペアリング番号を店頭端末装置７０のペ
アリング番号記憶手段７８６に記憶して設定する処理を行う。
【００５３】
前記ペアリング番号の記憶が終了すると、処理プログラムは次のＳ３１２「商店操作終了
」に進み、一連の商品登録処理及びペアリング番号の設定処理を終了する。
【００５４】
サーバ９０は、例えば図１に示す例では、商品「Ｖトンブリーフケース、型番LV-B2546、
黒（超レア物ブリーフケース）」という商品情報に対する「345678」のペアリング番号を
発行して、携帯電話４０Ａ及び店頭端末装置７０に送信する。そして、携帯電話４０Ａの
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記憶する。
【００５５】
またサーバ９０は、商品「Ｐラダショルダーバッグ、型番P-20002290、黄色（今秋限定バ
ッグ）」という商品情報に対する「123456」のペアリング番号を発行して携帯電話４０Ｂ
及び店頭端末装置７０に送信する。そして、携帯電話４０Ｂのペアリング番号記憶手段４
８６及び店頭端末装置７０のペアリング番号記憶手段７８６に記憶する。
【００５６】
以下の表２～表４に、携帯電話４０Ａ、４０Ｂ及び４０Ｃの各ペアリング番号記憶手段４
８６に記憶されて設定されているペアリング番号を示す。
【００５７】
【表２】

【００５８】
【表３】

【００５９】
【表４】

【００６０】
以下に、店頭端末装置７０のペアリング番号記憶手段７８６に記憶され、設定されている
ペアリング番号を示す。
【００６１】
【表５】
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【００６２】
上記のようにして発行され設定されたペアリング番号は、顧客４Ａ又は４Ｂが携帯電話４
０Ａ又は携帯電話４０Ｂを所持して希望する商品を入手すべく商店街などの存在する街中
を散策して店頭端末装置７０の近くに立ち寄った際に、携帯電話４０Ａ又は４０Ｂと店頭
端末装置７０とが近距離無線の通信を実施して情報の送受信を実施する場合に、お互いの
通信機器を特定するための認証コードとして利用される。
【００６３】
また、上記の散策は、顧客がなるべく高い確率で在庫商品のある商店と「バッタリ」出会
うために実施するだけで、必ずしも必要ではない。ペアリング番号の設定が終了した携帯
電話を所持していれば、特に商店を探すという意思がなくても普段通りの生活を実施して
いればよい。
【００６４】
図６に、顧客４Ｂが街中を散策中に、店頭端末装置７０から顧客４Ｂが希望する商品の案
内情報を通知されている状態を示す。
【００６５】
同図に示すように、顧客４Ｂが携帯電話４０Ｂを携行して散策中に、招き猫形店頭端末装
置７０に近づいて、携帯電話４０と店頭通信端末装置７０とが近距離の無線通信を実施す
ることが可能な状態になると、携帯電話４０Ｂと店頭端末装置７０とはお互いに無線通信
を開始する。そして、例えば店頭端末装置７０のペアリング番号記憶手段７８６に記憶さ
れているペアリング番号を読み出して携帯電話４０Ｂに対して送信する。
【００６６】
前記ペアリング番号を受信した携帯電話４０Ｂは、携帯電話４０Ｂ自身のペアリング番号
記憶手段４８６に記憶されているペアリング番号の中から一致する番号を探す処理を行う
。もし、ペアリング番号記憶手段４８６内に、前記店頭端末装置７０から受信したペアリ
ング番号と一致する認証番号が存在すると情報処理手段４８０が判断した場合には、以降
の店頭端末装置７０との通信を許可する。そして、着信音を発したり、バイブレート式の
通知手段４７４を用いて顧客４Ｂに対して通知を行う。
【００６７】
また、店頭端末装置７０から顧客４Ｂが購入を希望している商品の案内情報をテキストデ
ータ等の情報にて受信して、携帯電話４０Ｂの表示手段４６８に表示したり、通知手段４
７４から音声を発して、購入希望商品の案内を実施してもよい。また、在庫商品を顧客４
Ｂに対して強くアピールするために、店頭端末装置７０の表示手段７６８に顧客４Ｂが購
入を希望している商品の案内情報を表示してもよいし、音声発生手段７９２から案内の音
声を発して、顧客４Ｂを呼び込むとともに購入希望商品の案内を通知してもよい。
【００６８】
また、無線通信の通信圏が広い場合には、顧客４Ｂが希望の商品を在庫している商店１２
を発見できない可能性もあるので、携帯電話４０Ｂに商品を在庫している商店１２の位置
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や方向を通知する地図情報を送信して、表示手段４６８に表示するようにしてもよい。ま
た、店頭端末装置７０を自走可能に構成しておき、無線通信の電波強度等の情報から携帯
電話４０Ｂの方向や位置を探索して、顧客４Ｂの近くまで自走してゆき、商品及び商店の
情報を顧客４Ｂに通知するようにしてもよい。
【００６９】
図７に、携帯電話４０と店頭端末装置７０とが実施する通信のフローチャートを示す。
【００７０】
同図によれば顧客４が携行する携帯電話４０が店頭端末装置７０と無線通信を実施する際
の処理ルーチンがＳ１５０「顧客側携帯電話」以降に、また、店頭端末装置７０が携帯電
話４０と無線通信を実施する際の処理ルーチンがＳ３５０「店頭端末機」以降にそれぞれ
示されている。
【００７１】
Ｓ１５２「（顧客が店頭端末機に１０ｍ以内に近づく）」及び、Ｓ３５２「（顧客が店頭
端末機に１０ｍ以内に近づく）」にて、顧客４が店頭端末装置７０に近づくと、携帯電話
４０及び店頭端末装置７０の各情報処理手段は、お互いの通信機器が発する通信情報に同
期して、Ｓ１５４「店頭端末機と通信開始」及びＳ３５４「携帯電話と通信開始」にて、
近距離用の無線通信を開始する。
【００７２】
次のＳ１５６「ペアリング番号の送信・受信」及びＳ３５６「ペアリング番号の送信・受
信」では、例えば店頭端末装置７０から携帯電話４０に対して記憶しているペアリング番
号を送信し、携帯電話４０からは店頭端末装置７０に対して記憶しているペアリング番号
を送信する。
【００７３】
次のＳ１５８「ペアリング合致？」及びＳ３５８「ペアリング合致？」では、各々の通信
機器が受信したペアリング番号と、自らがサーバ９０から受信して記憶しているペアリン
グ番号の中から一致しているペアリング番号を検索する処理を行う。もし、一致している
ペアリング番号が存在しない場合には、処理プログラムはＳ１７２「顧客操作終了」及び
Ｓ３６８「商店操作終了」に分岐して、携帯電話４０と店頭端末装置７０との間での以降
の情報の送受信を終了する処理を行う。
【００７４】
また、Ｓ１５８及びＳ３５８にて、一致しているペアリング番号が存在する場合には、処
理プログラムは次のＳ１６０「店頭端末機と通信確立」及びＳ３６０「携帯電話と通信確
立」に進み、携帯電話４０と店頭端末装置７０との間での情報の送受信を以降も継続する
ための処理を行う。
【００７５】
お互いの通信機器間で通信の継続が確立されると、店頭端末装置７０の処理プログラムは
、Ｓ３６２「在庫商品情報の送信」に進み、携帯電話４０に対して顧客４が希望する商品
の案内情報を送信する。ここで携帯電話４０に対して送信する情報は、図６に示す例では
、「ブティック　ブッチです。あなたのご希望の商品Ｐラダの今秋限定ショルダーバッグ
黄色があります。ぜひともお寄りください。」の音声又は文字の情報、画像情報及び、着
信音やバイブレート機能の実施を示す情報である。
【００７６】
携帯電話４０はＳ１６２「在庫商品情報の受信」にて、前記店頭端末装置７０が発信した
情報を受信し、次のＳ１６４「携帯電話着信音発生」に進む。
【００７７】
Ｓ１６４で携帯電話４０の情報処理手段４８０が、Ｉ／Ｏ４８８を介して通知手段４７４
に着信音の発生を指示すると、通知手段４７４から着信音を発生して、顧客４に対して情
報を受信していることを通知する。
【００７８】
また、次のＳ１６６「携帯電話バイブレート機能オン」にて、携帯電話４０の情報処理手
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段４８０がＩ／Ｏ４８８を介して通知手段４７４に着信バイブレータ機能の起動を指示す
ると、通知手段４７４からは振動を発生して、顧客４に対して情報を受信していることを
通知する。
【００７９】
　次のＳ１６８「通話状態になったか？」の判断では、例えば顧客４が携帯電話４０の入
力手段４７２に設けられている「開始ボタン」等を操作して、所定の時間経過内に通話状
態になったか否かの判断を行っている。もし、通話状態にならなかった場合には、処理プ
ログラムは再びＳ１６８に戻り、着信音の発生及び着信バイブレータを起動し続けて利用
者に対して着信状態であることを促し続ける。また、所定の時間経過しても利用者により
「開始ボタン」等が操作されない場合には、携帯電話４０の留守番電話機能を利用して商
品在庫メッセージを音声にて録音するようにしてもよい。また、電子メール機能を利用し
て文字情報にて商品の在庫メッセージを記憶するようにしてもよい。
【００８０】
また、もし通話状態になった場合には、処理プログラムはＳ１７０「在庫商品情報の音声
メッセージ発声」に進み、携帯電話４０の通知手段４７４によって、店頭端末装置７０か
ら受信した音声情報を発音する。前記情報の発音処理が終了すると、処理プログラムは次
のＳ１７２に進み、携帯電話４０と店頭端末装置７０との間での以降の情報の送受信を終
了する。
【００８１】
一方、店頭端末装置７０側では、Ｓ３６２で在庫商品情報の送信が終了すると、次のＳ３
６４「在庫商品情報のＣＲＴ表示」に進み、情報処理手段７８０はフレームメモリ７７１
を介して、例えば携帯電話４０に送信した内容の情報を表示手段７６８に対して表示する
指示を行う。また、次のＳ３６６「在庫商品情報の音声メッセージ発声」では、情報処理
手段７８０は店頭端末装置７０の音声発生手段７９２から商品の案内情報を発音する。前
記情報の発音処理が終了すると、処理プログラムは次のＳ３６８に進み、携帯電話４０と
店頭端末装置７０との間での以降の情報の送受信を終了する。
【００８２】
また、店頭端末装置７０側にプリンタを備えておき、顧客４が携行する携帯電話４０と店
頭端末装置７０とが無線通信可能な状態になると、在庫商品情報をチラシとして印刷し、
出力するようにしてもよい。
【００８３】
上記のように本発明では、携帯電話４０から顧客４が希望する希望商品情報をサーバ９０
に対して送信し、店頭端末装置７０から商店主７が在庫商品情報をサーバ９０に対して送
信し、前記受信した各商品情報をサーバ９０がデータベース８に記憶して顧客４の希望す
る商品を検索し、顧客４の希望する商品と一致又は類似した商品が存在する場合には、携
帯電話４０と店頭端末７０とに対してペアリング番号を発信して、携帯電話４０と店頭端
末装置７０とが無線の通信を実施した際に認証可能とした。したがって、顧客４のニーズ
の多様化に対して、顧客４が希望する商品と、商店１２が持つ商品とが一致した場合に携
帯電話４０を介して顧客４に通知することが可能となり、顧客４を商店１２内に誘致する
というサービスを提供することが可能となるとともに、顧客４は希望する商品を入手する
ことが可能となる。
【００８４】
図８に、顧客４Ｄが複数の商品を希望している場合の実施の形態を示す。
【００８５】
同図によれば顧客４Ｄ（登録会員）は「Ｐラダ今秋限定バッグ」、「Ｍ社リップスティッ
ク」、「Ｆ社デジタルカメラ４０ｉ」「Ｎ社携帯電話Ｐ２１０ｉ」の商品の購入を希望し
ている。顧客４Ｄは、携帯電話４０Ｄを介して前記希望商品の情報を入力して、サーバ９
０に対して入力した希望商品情報を送信する。
【００８６】
商店主７Ｂは、苦労して仕入れて在庫している在庫商品の情報「Ｐラダ今秋限定バッグ」
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を例えば招き猫形の店頭端末装置７０Ｂに入力して、サーバ９０に送信する。また、商店
主７Ｃは、新製品である「Ｆ社デジタルカメラ４０ｉ」の在庫情況（３台）の情報を、例
えば招き猫形の店頭端末装置７０Ｃに入力するとともにサーバ９０に送信する。
【００８７】
前記希望商品情報及び前記在庫商品情報を受信したサーバ９０は、顧客４Ｄを特定するた
めの例えば携帯電話番号と前記希望商品情報群とを関連付けて登録会員データベース（希
望商品情報データベース９８６内に含まれるデータベース）に記憶し、前記在庫商品情報
を在庫商品情報データベース９８７に記憶する処理を行う。
【００８８】
以下の表６に、サーバ９０の各データベースに記憶されている顧客４の登録会員番号と、
希望商品情報と、在庫商品情報と、発行された登録会員固有のペアリング番号との関係と
を示す。
【００８９】
【表６】

【００９０】
上記の表に示すように、サーバ９０は、顧客４が希望する希望商品情報と、各商店７Ｂ、
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７Ｃが在庫している在庫商品情報とが一致するか否かを検索して照合し、一致した場合の
み顧客固有のペアリング番号を発行する。発行されたペアリング番号は、以下の表７～１
１に示すように、各顧客４の所有する各携帯電話４０Ｄ、４０Ｅ…に送信されて、各ペア
リング番号記憶手段４８６に記憶される。また、表１２及び表１３に示すように、発行さ
れたペアリング番号は店頭端末装置７０Ｂ及び７０Ｃに送信され、各ペアリング番号記憶
手段７８６に在庫商品情報と関連付けて記憶される。
【００９１】
【表７】

【００９２】
【表８】

【００９３】
【表９】

【００９４】
【表１０】

【００９５】
【表１１】

【００９６】
【表１２】

【００９７】
【表１３】
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【００９８】
図９に、顧客４Ｄが街中を散策中に、店頭端末装置７０Ｂ及び店頭端末装置７０Ｃから顧
客４Ｄが希望する商品の案内情報を通知されている状態を示す。
【００９９】
同図に示すように、顧客４Ｄが携帯電話４０Ｄを携行して散策中に、招き猫形店頭端末装
置７０Ｂに近づいて、携帯電話４０Ｄと店頭通信端末装置７０Ｂとが近距離の無線通信を
実施することが可能な状態になると、携帯電話４０Ｄと店頭端末装置７０Ｂとはお互いに
無線通信を開始する。そして、例えば店頭端末装置７０Ｂのペアリング番号記憶手段７８
６に記憶されているペアリング番号を読み出して携帯電話４０Ｄに対して送信する。
【０１００】
前記ペアリング番号を受信した携帯電話４０Ｄは、携帯電話４０Ｄ自身のペアリング番号
記憶手段４８６に記憶されているペアリング番号の中から一致する番号を探す処理を行う
。もし、ペアリング番号記憶手段４８６内に、前記店頭端末装置７０Ｂから受信したペア
リング番号と一致する認証番号が存在する場合には、以降の店頭端末装置７０Ｂとの通信
を許可する。そして、着信音を発したり、バイブレート式の通知手段４７４を用いて顧客
４Ｄ（登録会員）に対して通知を行う。
【０１０１】
また、前記の実施の形態と同様に、店頭端末装置７０Ｂから顧客４Ｄが購入を希望してい
る商品の案内情報をテキストデータ等の情報にて受信して、携帯電話４０Ｄの表示手段４
６８に表示したり、通知手段４７４から音声を発して、購入希望商品の案内を実施しても
よい。また、在庫商品を顧客４Ｄに対して強くアピールするために、店頭端末装置７０Ｂ
の表示手段７６８に顧客４Ｄが購入を希望している商品の案内情報を表示してもよいし、
音声発生手段７９２から案内の音声を発して、顧客４Ｄを呼び込むとともに購入希望商品
の案内を通知してもよい。
【０１０２】
また、顧客４Ｄが携帯電話４０Ｄを携行して更に散策中に、今度は招き猫形店頭端末装置
７０Ｃに近づいて、携帯電話４０Ｄと店頭通信端末装置７０Ｃとが近距離の無線通信を実
施することが可能な状態になると、携帯電話４０Ｄと店頭端末装置７０Ｃとはお互いに無
線通信を開始する。そして、例えば店頭端末装置７０Ｃのペアリング番号記憶手段７８６
に記憶されているペアリング番号を読み出して携帯電話４０Ｄに対して送信する。
【０１０３】
前記ペアリング番号を受信した携帯電話４０Ｄは、携帯電話４０Ｄ自身のペアリング番号
記憶手段４８６に記憶されているペアリング番号の中から一致する番号を探す処理を行う
。もし、ペアリング番号記憶手段４８６内に、前記店頭端末装置７０Ｃから受信したペア
リング番号と一致する認証番号が存在する場合には、以降の店頭端末装置７０Ｃとの通信
を許可する。そして、着信音を発したり、バイブレート式の通知手段４７４を用いて顧客
４Ｄに対して通知を行う。
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【発明の効果】
以上説明したように本発明に係る携帯端末、店頭端末、通信機器、商品在庫通知システム
及びその方法によれば、利用者が希望する商品の情報を入力し、前記入力された商品の情
報を第２の通信機器に送信し、第２の通信機器からペアリングを確立する際の認証コード
を受信して記憶し、近くに存在する第３の通信機器と無線により情報を送受信し、第３の
通信機器から認証コードを受信すると記憶されている認証コードを読み出して受信した認
証コードと照合し、前記照合の結果双方の認証コードが一致している場合には記憶されて
いる認証コードと一致した認証コードを送信した第３の通信機器と以降の情報の送受信処
理を実施するとともに、受信した情報を利用者に対して通知する第１の通信機器と、販売
可能な商品の在庫に関する在庫商品情報を受信して記憶し、利用者が希望する商品に関す
る希望商品情報を利用者側の第１の通信機器から受信し、前記記憶されている在庫商品情
報を読み出して前記受信した希望商品情報と照合し、前記照合の結果双方の商品情報が一
致する商品が存在する場合には一致した希望商品情報を送信した利用者側の第１の通信機
器及び販売者側の第３の通信機器に認証コードを送信する第２の通信機器と、販売可能な
商品に関する在庫商品情報を販売者が入力して第２の通信機器に送信し、第２の通信機器
からペアリングを確立する際の認証コードを受信して記憶し、近くに存在する第１の通信
機器に対して記憶されている認証コードを読み出して送信するとともにその他の情報を無
線により送受信する第３の通信機器とから構成するようにしたので、顧客の希望する商品
と商店の持つ在庫商品とが一致した場合に利用者に商品情報を通知することが可能となる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】商品在庫通知システムの全体構成を示す図
【図２】携帯電話の信号処理部のブロック図
【図３】店頭端末装置の信号処理部のブロック図
【図４】サーバの信号処理部のブロック図
【図５】希望商品及び在庫商品の登録処理に関するフローチャート
【図６】顧客が街中を散策中に、店頭端末装置から顧客が希望する商品の案内情報を通知
されている状態を示す図
【図７】携帯電話と店頭端末装置とが実施する通信のフローチャート
【図８】顧客が複数の商品を希望している場合の実施の形態を示す図
【図９】顧客が街中を散策中に、複数の店頭端末装置から顧客が希望する商品の案内情報
を通知されている状態を示す図
【符号の説明】
４…顧客、７…商店主、８…データベース、１０…通信網、１２…商店、４０…携帯電話
、７０…店頭端末装置、９０…サーバ、４５２…アンテナ、４５３…送受信手段、４５６
…アンテナ、４５７…送受信手段、４６８…表示手段、４７１…フレームメモリ、４７２
…入力手段、４７４…通知手段、４８０…情報処理手段、４８２…ＰＲＯＭ、４８４…シ
ステムメモリ、４８６…ペアリング番号記憶手段、４８８…Ｉ／Ｏ、４９０…カレンダ時
計、４９９…バス、７５６…アンテナ、７５７…送受信手段、７６４…通信手段、７６５
…送受信手段、７６８…表示手段、７７１…フレームメモリ、７７２…入力手段、７８０
…情報処理手段、７８４…システムメモリ、７８６…ペアリング番号記憶手段、７８８…
Ｉ／Ｏ、７９２…音声発生手段、７９９…バス、９６４…通信手段、９６５…送受信手段
、９６８…表示手段、９７１…フレームメモリ、９８０…情報処理手段、９８２…ＰＲＯ
Ｍ、９８４…システムメモリ、９８５…ペアリング番号発行手段、９８６…希望商品情報
データベース、９８７…在庫商品情報データベース、９９９…バス
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